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）
大
己
貴
命
、
素
戔
鳴
命
、

月
読
命
、
保
食
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
・
近
鉄
吉
野
線

｢
吉
野
口
駅
｣
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
（
１
台
）

（
電
話
）
な
し

県
内
に
は
蘇
我
入
鹿
に
ま

つ
わ
る
場
所
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
入
鹿
の
甲
が

奉
納
さ
れ
た
と
伝
わ
る
大
淀

町
の
甲
神
社
も
そ
の
一
つ
で

す
。
祭
神
は
大
己
貴
命
、

素
戔
鳴
命
な
ど
４
柱
で
入
鹿

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
古
く

か
ら
入
鹿
大
明
神
と
称
さ

れ
、
氏
子
の
今
木
地
区
住
民

に
大
切
に
守
ら
れ
て
き
ま
し

た
。「

大
淀
町
史
」
な
ど
に
よ

る
と
、６
世
紀
に
朝
鮮
半
島
、

特
に
百
済
か
ら
織
物
、
須
恵

器
作
り
な
ど
を
伝
え
た
人
た

ち
が
こ
の
地
区
な
ど
に
移
り

住
み
「
今
来
の
才
伎
」
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
蘇
我
氏
は
こ

れ
ら
の
渡
来
人
を
保
護
し
た

と
さ
れ
、
入
鹿
も
こ
う
し
た

人
た
ち
と
関
係
が
あ
っ
た
と

の
見
方
も
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
今
木
地
区
か

ら
、
入
鹿
と
敵
対
し
た
中
臣

（
藤
原
）
鎌
足
を
祭
る
談
山

神
社
の
あ
る
桜
井
方
面
へ
の

嫁
入
り
・
婿
入
り
は
無
か
っ

た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

拝
殿
の
奥
に
本
殿
、
そ
の

左
右
に
境
内
社
が
鎮
座
し
ま

す
。
本
殿
は
春
日
造
、
屋
根

は
桧
皮
葺
で
、
千
木
や
鰹

木
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

境
内
社
は
伊
勢
神
社
と
春
日

神
社
で
、い
ず
れ
も
春
日
造
。

伊
勢
神
社
に
は
天
照
大
神
が

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
の

横
に
は
神
木
と
遥
拝
所
が
あ

り
、
こ
こ
か
ら
伊
勢
方
向
を

拝
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

秋
の
祭
礼
は

月
第
２
日

曜
日
。
前
日
の
宵
宮
に
各
地

区
の
提
灯
で
作
ら
れ
た
ス

ス
キ
提
灯
が
境
内
に
立
て
ら

れ
、
翌
日
の
本
祭
へ
気
持
ち

を
高
め
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

柳
原
恵
子
）

入
鹿
の
甲

奉
納
の
伝
説

甲
神
社
本
殿
と
、
左
右
に
並
ぶ
境
内
社
の
伊
勢
神
社
、
春
日
神
社

‖
大
淀
町
今
木
で
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